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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は「人工知能に仕事を奪われたとき，人は奪われた原因を何だと考える
のか」を検討した。この目的のために，Web上で複数の実験を行った。実験では投資ゲームや最後通牒ゲームと
いう課題が用いられた。実験の中で，実験参加者が人工知能に仕事を奪われるというシチュエーションを作っ
た。参加者は仕事を奪われた原因として，1)自身の能力，2)自身の努力，3)相手の能力，4)運の4つにどれくら
い帰属するのかを評定した。分析の結果，奪われた原因として自身の能力や人工知能の能力に強く帰属してい
た。一方，努力や運はあまり帰属されていなかった。この帰属パターンは人間相手に仕事を奪われたときにも見
られた。

研究成果の概要（英文）：This study investigated how individuals attribute causality when their jobs 
are replaced by artificial intelligence (AI). It conducted several online experiments using the 
investment game and the ultimatum game, simulating scenarios in which participants' jobs were 
replaced by AI. Participants then rated the reasons for job replacement, focusing on self-ability, 
self-effort, opponent-ability, and luck. The results showed that participants attributed job 
replacement more to self-ability and opponent-ability than to self-effort and luck. This attribution
 pattern also emerged when participants were defeated by human opponents.

研究分野： 心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
これまでのモチベーション研究では，個人の達成課題や人間同士の競争課題を用いて，人々の成功（失敗）に対
する原因帰属を検討していた。人工知能が人々の仕事に取って代わるケースが増えている現状を踏まえると，人
工知能との競争場面における原因帰属を検討する必要性を本研究は示唆している。また，本研究では「人工知能
に仕事を奪われた場合，自身の能力に強く帰属する」という知見が得られた。先行研究から，失敗に対する能力
の帰属はモチベーションの低下につながることが示されている。本研究は，実際に人工知能に仕事を奪われると
いうケースが発生した場合，モチベーションを維持・向上させる必要があることを示唆している。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
現在，医療や投資など，あらゆる領域で人工知能（AI）技術が向上している。そのため，伝統

的に人間が行ってきた仕事が AI によって奪われると予想されている。AI に仕事を奪われたと
きに，奪われた人の動機づけを維持・向上させることが，目標や成功に向けた努力を促すことに
つながる。しかし従来の研究では，動機づけどころか，AI に仕事を奪われたときの人の反応や
行動は検討されていない。 
 
２．研究の目的 
本研究では AI に仕事を奪われるというシチュエーションにおいて，「人は奪われた原因を何

だと考えるのか」という原因帰属を検討した。Weiner (2010)は，安定性（安定 vs 不安定）と
統制の所在（内的 vs 外的）という 2 次元から，4 つの帰属要因を上げている（図 1）。安定性は
時間的な変化のしやすさを示している。統制の所在は行為者が原因か，環境が原因かを表してい
る。例えば“自分の努力”の場合，自分が原因で，努力の程度も変化しやすいので，内的で不安
定な要因に分類される。本研究もこの 4 つの要因を扱ったが，AI との競争場面が題材なので，
外的で安定的な要因として“相手の能力”を扱った。本研究では，AI に仕事を奪われたとき，
その原因として，4 つの要因のどれが帰属されやすいのかを検討した。 
 加えて，人工知能に仕事を奪われるケースと人間相手に奪われるケースにおいて，原因帰属パ
ターンを比較した。本研究では「人工知能に仕事を奪われたとき，奪われた原因を自身の能力の
欠如や人工知能の能力の高さに帰属する」という仮説を立てた。一方人間に仕事を奪われた場合
は，その原因を運の欠如に帰属するという予想を立てた。先行研究によると，人工知能はミスな
く完璧に課題を遂行するが，人間はミスを起こしうると人々は期待している。「完璧に遂行する」
と期待されている人工知能に仕事を奪われた場合，「能力で負けているから仕事を奪われた」と
思いやすく，「ミスを起こしうる」と思われている人間に奪われた場合は，「運が悪かった」と帰
属しやすいだろうと予想した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．研究の方法 
 2022 年度には 2 つの Web 実験を実施した。実験 1 では，投資ゲームという課題を使い，原因
帰属を検討した。実験参加者は実験上で投資を行い，人工知能の成績と比較された。実験では「人
工知能に成績が劣った場合，報酬を多く得られる 2回目の投資の機会を奪われる」と参加者に説
明した。そして，作為的に参加者の成績を人工知能の成績より下回らせることで，人工知能に仕
事を奪われるという状況を作った。仕事を奪われた後，奪われた原因として，自分の能力・自分
の努力。相手の能力・運の帰属得点を評定させた。実験 2では，最後通牒ゲームという課題を使
った。この課題は 2 人で行われるゲームで，供給者と受取人という役割に分かれた。供給者は 1
万円のうち好きな金額を自分と相手に分配し（例．供給者に 6000 円，受取人に 4000 円），受取
人はその分配を容認できるかどうかを判断した。受取人が容認すると，供給者が決めた通りの金
額が分配された。受取人が拒否すると，両者とも 1円も分配されなかった。実験参加者は別の参
加者とゲームを行い，供給者と受取人をそれぞれ 5試行実施し，最終的な金額が多くなるように
求められた。参加者には「人工知能がまた別の参加者とゲームを行っており，得られた金額が人
工知能に劣った場合，より多くの報酬を得られる次のゲームに進めない」と教示した。実験 1と
同様，作為的に参加者の成績を人工知能の成績より劣らせた。ゲーム終了後に，実験 1のように
原因帰属について参加者に評定させた。 
 2023 年度には「そもそも人工知能は完璧に追行すると思われているのか」という前提を確認
するための Web 調査を実施した。調査では，文章生成用の人工知能や自動運転車などを取り上げ
た。調査参加者に「完璧さ期待」を測定するための質問に回答させた。分析では「完璧に遂行す
る」という期待に関して，人工知能と人間に差があるのかどうかを検討した。 
 



４．研究成果 
 2022 年度の実験の結果，参加者は人工知能に仕事を奪われた原因として，自身の能力と相手
の能力に強く帰属していた。一方，自分の努力や運にはあまり帰属されていなかった。この帰属
パターンは人間相手に仕事を奪われたときにも検出された。つまり，競争相手が人工知能であろ
うと人間であろうと，原因帰属に大きな違いは見られなかった。そして，この結果は実験 1と 2
で一貫しており，課題の種類によっても帰属パターンはあまり変わらなかった。先行研究から，
失敗に対する能力の帰属はモチベーションの低下につながることが示されている。本研究は，実
際に人工知能に仕事を奪われるというケースが発生した場合，モチベーションを維持・向上させ
る必要があることを示唆している。 
 2022 年度の実験結果を踏まえ，2023 年度では「人工知能はミスなく完璧に課題を遂行するが，
人間はミスを起こしうると人々は期待している」という仮説の前提が成り立つのかどうかを検
討した。その結果，調査によって，人工知能と人間の間における完璧さ期待の差は混同していた。
例えば，文章生成用の人工知能を取り上げたときは，完璧さの期待は人工知能と人間であまり違
いはなかった。しかし，自動運転車においては，人間よりも人工知能の方が「完璧に運転する」
と期待されていた。知見が混在していたため，完璧さ期待は人工知能が扱われる領域によってそ
の程度が変わる可能性が示唆された。 
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